「大阪市立小中学校ESCO事業」に係る公募型プロポーザル方式による選定結果について


１．案件名称
　　  大阪市立小中学校ESCO事業

２．選定した委託予定事業者
　　  東芝エレベータ株式会社（代表者）、三菱電機ビルソリューションズ株式会社、株式会社エネゲート、みずほ東芝リース株式会社、株式会社関電Ｌ＆Ａのグループ

３．公募期間
令和５年６月１９日から７月４日

４．ESCO事業提案評価会議による審査の結果
（１）評価委員名簿及びESCO事業提案評価会議の開催日と審議内容
　　　　 【第１回】　開催日：令和５年６月７日
審議内容：公募条件及び審査方法について
　　　　 【第２回】　開催日：令和５年１１月２９日
審議内容：事業者選定について
評価委員名簿及び議事要旨は、大阪市ホームページ「令和５年度ESCO事業提案評価会議」をご覧ください。
　　　　
（３）審査基準
　　　　 「ESCO事業提案審査要領(令和５年度)」に基づきます。

　（４）審査を行った事業者
・東芝エレベータ株式会社（代表者）、三菱電機ビルソリューションズ株式会社、株式会社エネゲート、みずほ東芝リース株式会社、株式会社関電Ｌ＆Ａのグループ
・東テク株式会社（代表者）、三井住友ファイナンス＆リース株式会社のグループ

（５）審査の結果
両者は、公募条件をすべて満たすとともに、失格規定に該当する事項はありませんでした。
東芝エレベータ株式会社（代表者）のグループの提案内容は、エネルギー量の削減幅や年間削減保証額が大きく、施設の特殊性への配慮があること、提案が全体としてバランスがよく優れていることなどが評価されました。よって最優秀提案者として選定しました。
東テク株式会社（代表者）のグループの提案内容は、次に優秀であると判断されました。削減の効果が最優秀提案者より小さいことなどによって優秀提案者として選定しました。

